
 
 
 
 

二
月
一
七
日
の
ミ

ニ
講
座
で
、
片
山
社

長
の
哲
学
に
触
れ

た
話
が
あ
っ
た
。 

社
長
が
そ
の
数

日
前
に
参
加
し
た 

講
演
会
で
、
講
師
の
、
保
谷

で
訪
問
治
療
を
主
と
し
た
ク

リ
ニ
ッ
ク
を
運
営
す
る
川
村

医
師
は
哲
学
に
も
関
心
が
深

く
、
患
者
の｢

死
生
観｣

に
つ

い
て
話
を
さ
れ
た
と
の
こ
と
。 

ど
の
よ
う
な
「
死
に
方
」

が
よ
い
か
と
い
う
テ
ー
マ
で

は
、
突
然
死
的
な
死
に
方
が

よ
い
と
い
う
回
答
が
多
か
っ

た
よ
う
だ
。
因
み
に
社
長
が

ミ
ニ
講
座
の
出
席
者
に
、
そ 

の
回
答
に
賛
同
す
る
人
は
？

と
問
う
と
、
私
を
含
め
多
数

が
挙
手
し
た
。 

川
村
医
師
に
よ
る
と
、
こ

の
考
え
方
は
正
し
く
な
い
と

の
こ
と
。
何
故
な
ら
突
然
死

は
余
り
に
急
で
、
家
族
は
シ

ョ
ッ
ク
で
対
策
を
考
え
る
時

間
が
な
く
、
パ
ニ
ッ
ク
に
な

る
場
合
が
多
い
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ

カ
で
は
癌
で
の
死
亡
を
望
む

人
が
多
い
と
の
こ
と
。先
ず
、

余
命
の
時
間
が
判
る
の
で
対

策
を
考
え
る
事
が
出
来
る
の

と
、
医
学
の
発
達
で
病
気
の

痛
み
や
苦
し
み
を
相
当
上
手

く
抑
え
る
事
が
出
来
る
よ
う 

に
な
っ
て
い
る
の
が
、
そ
の 

理
由
で
あ
る
。 

け
れ
ど
も
、
私
個
人
は
矢

張
り
突
然
死
に
賛
同
す
る
。

 

昭
和
一
五
年
十
月
、
脳
卒

中
を
発
症
し
た
父
は
左
半
身

不
随
の
中
風
と
な
り
、
昭
和

一
九
年
八
月
に
死
去
す
る
ま

で
、
母
の
超
人
的
な
介
護
で

生
き
て
い
た
。
食
事
や
両
便

な
ど
全
て
を
自
分
で
出
来
な

い
惨
め
な
姿
を
見
た
私
は
、

父
な
が
ら
死
ん
で
欲
し
い
と

さ
え
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。 

そ
れ
か
ら
七
〇
年
近
く
経

っ
た
今
、
妻
が
い
な
け
れ
ば

一
日
も
生
き
て
は
い
け
な
い

自
分
を
見
た
時
、
父
と
子
と 

                

こ
の
神
田
周
辺
に
学
校
が

多
く
創
ら
れ
た
理
由
は
、
明

治
国
家
が
条
約
改
正
や
帝
国

憲
法
の
制
定
な
ど
で
近
代
法

の
知
識
を
持
つ
者
を
数
多
く

必
要
と
し
た
に
も
拘
ら
ず
、

官
立
の
学
校
は
司
法
省
の
学

校
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
地
域
は
急
坂
と
お

茶
の
水
の
掘
割
で
行
き
止
ま

り
が
多
く
、
地
価
が
比
較
的

安
く
学
校
用
地
が
求
め
易
か

っ
た
の
も
、
学
校
急
増
の
一

因
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

明
治
一
五
年
（
一
八
八
〇
）

駿
河
台
に
東
京
法
学
社
（
今

の
法
政
大
学
）
が
創
立
さ
れ
、

後
に
錦
町
か
ら
現
在
の
富
士

見
町
に
移
っ
た
。
同
年
、
明

治
法
律
学
校
（
今
の
明
治
大

学
）
が
麹
町
区
有
楽
町
に
設 

                          

は
い
え
余
り
似
た
境
遇
に
驚

く
と
共
に
、
生
き
て
い
く
事

に
左
程
魅
力
を
感
じ
な
く
な

っ
て
い
た
。 

 

と
こ
ろ
が
作
今
の
テ
レ
ビ

で
次
々
と
魅
力
あ
る
新
幹
線

が
開
通
し
、
次
々
と
楽
し
い

出
来
事
を
期
待
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
り
、
祐
ち
ゃ
ん
効

果
と
い
っ
た
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
が
続
く
と
、
そ
れ
を
見
届

け
る
目
標
を
持
つ
の
も
悪
く

は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

 
 
 
 

（
ト
シ
ち
ゃ
ん
） 

               

◆
編
集
委
員
会
よ
り 

お
願
い
で
す 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
担
当
飯
島
迄
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。 

器
店
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
店
、

レ
コ
ー
ド
店
が
目
立
っ
て
い

る
。 神

保
町
交
差
点
を
中
心
に

約
一
五
〇
軒
の
本
屋
が
集
ま

り
、
世
界
最
大
の
書
店
街
を

形
成
す
る
。
と
り
わ
け
全
国

の
古
書
の
三
分
の
二
が
集
ま

る
と
言
わ
れ
る
古
書
店
街
は

壮
観
。 

    

最
も
古
い
の
は
明
治
八
年

（
一
八
七
五
）
創
業
の
「
高
山

本
店
」
と
言
わ
れ
る
。
こ
の

地
域
に
は
出
版
、
印
刷
、
製

本
、
流
通
会
社
も
集
ま
り
、

一
大
出
版
関
連
流
通
セ
ン
タ

ー
と
な
っ
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
続
く
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

                     
 
 
 

 
 

 
 

（
続
く
） 

 

木
通
り
、
さ
い
か
ち
坂
周
辺
に

は
、
東
洋
高
校
、
文
化
学
院
、

服
部
学
園
、
ア
テ
ネ.

・
フ
ラ

ン
セ
、
駿
河
台
南
学
園
な
ど
が

あ
る
。
文
化
学
院
は
個
人
を
尊

重
す
る
自
由
な
校
風
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
大
正
一
一
年
（
一
九

二
二
）
、
和
歌
山
出
身
の
西
村

伊
作
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。 

神
保
町
か
ら
一
ツ
橋
に
か

け
て
、
中
、
高
、
大
学
が
広
が

る
の
が
共
立
女
子
学
園
。
こ
こ

は
元
東
京
外
国
語
学
校
と
東

京
商
業
学
校
が
あ
っ
た
跡
。
共

立
女
子
学
園
は
裁
縫
教
師
の

養
成
を
目
的
に
明
治
一
九
年

（
一
八
八
六
）
に
共
立
女
子
職

業
学
校
と
し
て
神
田
錦
町
に

開
校
し
、
翌
年
、
現
在
地
に
移

転
し
た
。
女
子
高
と
し
て
は
、 

他
に
現
在
の
白
百
合
学
園
の 

前
身
の
女
子
仏
和
学
校
や
、
駿

台
英
和
、
明
治
仏
和
学
校
な
ど

が
あ
っ
た
。
昭
和
四
四
年
（
一

九
六
九
）
、
学
園
紛
争
が
吹
き

荒
れ
た
頃
は
「
神
田
カ
ル
チ
ェ

ラ
タ
ン
解
放
区
」
と
呼
ば
れ

た
。
し
か
し
、
現
在
そ
の
面
影 

は
な
く
、
学
生
目
当
て
の
楽 

 

 

↑
右:

近
代
的
な
明
治
大
学
タ
ワ
ー 

 

左:

明
治
の
頃
の
中
央
大
学 

立
さ
れ
、
明
治
一
九
年
（
一
八

八
六
）
駿
河
台
に
移
転
し
て
き

た
。
現
在
二
十
三
階
建
て
新
校

舎
「
リ
バ
テ
ィ
タ
ワ
ー
」
が
建

っ
て
い
る
。
明
治
一
三
年
、
京

橋
南
鍋
町
に
法
律
と
経
済
が

専
門
の
専
修
学
校
（
今
専
修
大

学
）
が
開
設
、
明
治
一
五
年
（
一

八
八
二
）
に
中
猿
楽
町
に
移
転

し
更
に
明
治
一
八
年
（
一
八
八

五
）
に
、
現
在
の
神
保
町
三
丁

目
に
移
っ
た
。
明
治
一
八
年
、

錦
町
に
英
吉
利
（
イ
ギ
リ
ス
）

法
律
学
校
（
今
の
中
央
大
学
）

が
設
立
さ
れ
た
が
、
校
舎
は
現

在
、
八
王
子
に
移
転
し
て
い

る
。 明

治
二
二
年
（
一
八
八
九
）

司
法
大
臣
山
田
顕
義
ら
に
よ

り
、
三
崎
町
の
西
の
飯
田
町
に

日
本
法
律
学
校
（
今
の
日
本
大

学
）
が
作
ら
れ
る
。
後
に
三
崎

町
に
移
り
、
マ
ン
モ
ス
大
学
と

な
っ
た
。
Ｊ
Ｒ
線
と
並
行
し
て

走
る
か
え
で
通
り
、
と
ち
の 
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第７０号平成２３年３月１日 
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練馬区東大泉３－１７－５ 
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東 

京 

江 

戸 

散 

歩 

そ
の
弐
拾
九 

 

神
田
・お
茶
の
水 

⑤ 

写真・文 七海邦夫 

世評・時評 



１
．
小
学
校
卒
業
ま
で
の

郷
里
福
岡
で
の
生
活
、
２
．

終
戦
の
年
の
前
後
の
学
生
時

代
と
会
社
員
初
期
、
３
．
会

社
員
中
期
、
４
．
会
社
員
後

期
、
５
．
会
社
経
営
の
時

代
、
６
．
東
京
で
の
生
活
。 

人
の
一
生
で
は
、
禍
福
あ

ざ
な
え
る
縄
の
如
く
や
っ
て

く
る
と
言
う
が
、
私
の
場
合

も
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
の
中

で
、
禍
と
福
と
が
周
期
的
の

訪
れ
て
来
た
よ
う
に
思
う
。 

２
の
時
期
は
旧
制
高
校

（
佐
賀
）
大
学
（
阪
大
）
の
学

生
生
活
の
時
期
で
福
岡
出
身

の
Ｏ
氏
か
ら
学
資
援
助
を
受

け
た
。
更
に
大
学
時
代
は
Ｏ

氏
の
家
か
ら
通
学
し
た
、
Ｏ

氏
は
私
の
大
恩
人
で
あ
る

が
、
今
は
故
人
で
あ
る
。 

こ
の
時
期
の
楽
し
い
思
い 

              

心
も
半
々
に
分
か
れ
ま
し

た
。
校
庭
に
は
必
ず
野
球
場

が
あ
り
ま
し
た
。 

冬
に
な
る
と
野
球
場
は
ス

ケ
ー
ト
リ
ン
ク
に
な
り
ま
し

た
が
、
相
撲
場
は
見
向
き
も

さ
れ
ま
せ
ん
。
四
本
柱
が
寂

し
げ
に
立
っ
て
い
ま
し
た
。 

現
在
、
大
連
の
母
校
に

は
、
野
球
場
も
相
撲
場
も
残

っ
て
い
ま
せ
ん
。 

                  

厚
生
労
働
省
で
は
二
千
年

度
か
ら
、
「
二
十
一
世
紀
に
お

け
る
国
民
健
康
づ
く
り
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
人
が
健
康
で
充

実
し
た
長
い
人
生
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
行
わ
れ
、
「
歩

く
こ
と
」
は
文
化
で
あ
る
と
提

唱
し
て
い
ま
す
。 

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
歩
い

て
い
る
と
、
様
々
な
出
会
い

が
そ
れ
は
人
で
あ
っ
た
り
、
も

の
で
あ
っ
た
り
し
ま
す
が
、
こ

の
出
会
い
が
感
動
を
呼
び
ま

す
。 松

尾
芭
蕉
や
伊
能
忠
敬

も
、
自
ら
求
め
て
自
分
の
足

で
歩
き
ま
し
た
。
無
理
や
気

張
っ
た
り
を
し
な
い
で
、
い
つ

も
の
自
分
に
ち
ょ
っ
と
だ
け
負

荷
を
か
け
る
、
気
持
ち
の
張
り 

                      

こ
の
時
も
妻
は
覚
悟
を
決
め

た
様
だ
。
然
し
こ
れ
で
病
逃

れ
を
し
た
よ
う
で
、
一
昨
年

肺
炎
に
な
る
ま
で
、
全
く
の

元
気
で
あ
っ
た
。 

５
の
時
期
に
は
高
校
の
友

人
で
、
銀
行
頭
取
の
Ｋ
君

が
、
私
の
為
に
会
社
を
作
っ

て
く
れ
た
。
彼
も
又
恩
人
の

一
人
で
あ
る
。
こ
の
時
期

は
、
京
都
市
郊
外
に
建
築
専

門
学
校
を
設
立
す
る
計
画
に

副
理
事
長
と
し
て
関
与
し
て

い
て
、
運
転
す
る
車
が
土
砂

崩
れ
で
埋
没
す
る
事
故
に
あ

っ
た
。
車
は
使
用
不
能
に
な

っ
た
が
、
私
は
助
か
っ
た
。 

平
成
十
三
年
に
東
京
に
移

っ
て
か
ら
は
、
野
菜
作
り
、

囲
碁
、
麻
雀
、
俳
句
、
カ
ラ

オ
ケ
等
趣
味
を
楽
し
む
老
人

生
活
で
あ
っ
た
が
、 

一
昨
年
の
四
月
に
、
肺
炎
で

入
院
し
て
心
配
と
迷
惑
を
か

け
た
。
こ
う
し
て
ふ
り
返
っ

て
見
る
と
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま

で
生
き
た
と
思
う
。
そ
し
て

妻
と
恩
人
に
助
け
ら
れ
た
人

生
だ
っ
た
と
つ
く
づ
く
と
有

難
さ
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。
妻
は
私
の
宝
で
あ

る
。
妻
は
明
る
い
性
格
で
、

歌
が
上
手
で
あ
る
。
も
う
少

し
二
人
健
や
か
で
、
仲
良
く

趣
味
を
楽
し
み
た
い
。
二
月

六
日
結
婚
記
念
日
で
六
十
年

に
な
る
。 

 

生
き
の
び
て 

翁
媼
の
初
詣
で 

春 

春
た
つ
や 共

に
八
十
路
の 

 
 
 
 
 
 
 

 

ダ
イ
ヤ
婚 

米
寿
な
り 

健
や
か
祝
い
初
謡 

                

今
年
は
数
え
で
米
寿
を
迎

え
る
。
大
正
、
昭
和
、
平
成

と
、
将
に
波
乱
万
丈
の
激
動

の
時
代
を
生
き
て
き
た
が
、
私

自
身
の
人
生
も
又
波
乱
万
丈

で
あ
っ
た
。 

昨
年
四
月
肺
炎
で
入
院
し

た
時
、
病
床
で
自
分
の
八
十

余
年
の
人
生
を
振
り
返
り
、
妻

や
恩
人
に
助
け
ら
れ
た
人
生
で

あ
っ
た
こ
と
、
大
病
と
事
故
の

「
傷
だ
ら
け
の
人
生
」
で
あ
っ

た
こ
と
を
痛
感
し
た
。
そ
こ

で
、
自
分
史
の
一
端
を
さ
ら
け

出
し
て
書
い
て
み
た
。 

私
の
自
分
史
は
次
の
よ
う

に
区
分
さ
れ
る
よ
う
だ
。 

  

葵
友
の
会 

 
  

広
報
コ
ー
ナ
ー 

２
月
度
行
事
の
結
果 

麻
雀
大
会 

 

十
六
日
（
水
）「
ベ
イ
ブ
」

に
て
開
催
。
今
回
は
１

２
名
に
限
定
し
、
交
代

制
は
と
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
も
こ
の
方
法

で
行
い
ま
す
。
優
勝
者

は
金
山
さ
ん
（
二
回

目
）
。 

       

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

十
八
日
（
金
）「
コ
サ
ー

ジ
ュ
」
に
て
、
１
２
名

の
参
加
で
し
た
。 

 

３
月
度
行
事
の
予
定 

カ
ラ
オ
ケ
会 

 

十
八
日
（
金
）「
コ
サ
ー

ジ
ュ
」
に
て
。 

総
会 

 

同
じ
く
十
八
日
（
金
）
、

カ
ラ
オ
ケ
会
の
終
了
後

１
８
時
よ
り
、
練
馬
勤

労
福
祉
会
館
１
Ｆ
に
て

行
い
ま
す
。 

「
梅
の
花
」
松
花
堂

弁
当
に
よ
る
食
事
会
を

兼
ね
ま
す
。 

 
 

尚
、
会
員
で
総
会
欠

席
の
場
合
は
、
委
任
状

の
提
出
を
お
願
い
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
事
務
局
長
） 

 

    

    

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。 

週
に
何
回
歩
か
な
く
て

は
、
日
に
何
キ
ロ
歩
か
な
い

と
い
け
な
い
と
か
、
自
分
に

強
制
や
命
令
を
し
て
は
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。 

あ
く
ま
で
自
分
の
ペ
ー
ス

で
楽
し
く
、
ゆ
っ
た
り
し
た

気
分
で
、
ス
ピ
ー
ド
文
明
が

見
落
と
し
て
い
る
も
の
を
、

俱
に
見
る
こ
と
は
と
て
も
楽

し
い
こ
と
で
す
。
積
極
的
に

歩
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
生
き
が
い
の
一
つ
に
な

る
よ
う
に
日
々
の
一
歩
一
歩

を
大
切
に
刻
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 

長
距
離
を
あ
る
く
と
き
に

は
、
お
茶
を
い
れ
た
水
筒
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
な
ど
を

バ
ッ
グ
に
つ
め
て
担
ぎ
、
歩

き
や
す
い
格
好
を
し
て
、
出

か
け
ま
し
ょ
う 

                       

 
葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

出
は
、
厳
し
い
戦
争
の
最
中

で
あ
り
乍
ら
、
高
校
の
寮
生
活

と
、
弊
衣
破
帽
の
白
線
帽
の

青
春
を
謳
歌
し
た
こ
と
で
あ

る
。
全
員
国
立
の
大
学
に
進

む
の
で
、
医
者
、
弁
護
士
、

大
学
教
授
、
銀
行
頭
取
、
本

省
の
局
長
、
大
企
業
の
社
長

等
々
多
彩
な
友
人
が
出
来

て
、
相
互
に
助
け
合
う
中
で
あ

っ
た
。
大
学
は
工
学
部
機
械

工
学
科
で
、
内
燃
機
関
を
専

攻
し
た
が
、
楽
し
い
思
い
出
は

全
く
な
い
。
厳
し
い
食
糧
難
の

時
代
で
、
買
い
出
し
や
闇
市

で
空
腹
を
し
の
い
だ
こ
と
位
し

か
思
い
出
せ
な
い
。 

卒
業
し
た
昭
和
二
十
五
年

は
、
現
在
以
上
の
大
不
況

で
、
大
学
に
は
一
社
の
求
人

も
な
か
っ
た
。
然
し
私
は
幸
運

に
も
Ｍ
工
学
部
長
が
、
押
し
か

 
 

                  

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

集
め
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
打

者
と
し
て
は
相
当
の
も
の
で

し
た
。
も
っ
と
も
相
手
の
投

手
が
手
加
減
を
し
て
い
た
に

相
違
な
い
。
大
連
に
は
「
実

業
」
と
「
満
俱
」
と
い
う
セ

ミ
プ
ロ
の
チ
ー
ム
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
常
設
の
球
場
を
持

っ
て
い
ま
し
た
。
勝
て
る
相

手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
子
供

に
も
分
か
る
よ
う
な
花
の
持

た
せ
様
で
し
た
。 

 

三
塁
打
間
違
い
な
し
と
思

っ
た
打
球
は
、
も
た
も
た
走

っ
て
い
る
間
に
、
あ
っ
さ
り

一
塁
で
ア
ウ
ト
。
見
物
人
か

ら
は
ブ
ー
イ
ン
グ
が
出
る
具

合
。 「

野
球
界
」
と
い
う
雑
誌

が
あ
り
ま
し
た
。
六
大
学
野

球
が
最
も
華
や
か
な
時
代
で

し
た
。
ペ
ー
ジ
の
半
分
は
相

撲
の
記
事
で
、
小
学
生
の
関 

                      

大
連
場
所
と
い
う
の
が
あ

り
ま
し
た
。
父
親
の
伴
を
し

て
、
仮
設
の
土
俵
に
展
開
さ

れ
た
取
組
み
に
夢
中
に
な
り
ま

し
た
。
戦
争
の
最
中
で
す
。 

男
女
ノ
川
（
み
な
の
が
わ
）

と
双
葉
山
が
お
目
当
て
の
力

士
で
し
た
け
れ
ど
、
人
気
の
第

一
は
双
葉
山
で
、
厳
つ
い
面

相
の
男
女
ノ
川
は
か
な
り
損

を
し
て
い
ま
し
た
ね
。 

勿
論
「
フ
タ
バ
ヤ
マ
ー
ッ
」

と
黄
色
い
声
を
張
り
上
げ
て

応
援
し
ま
し
た
。
小
学
生
で

男
女
川
の
フ
ァ
ン
は
誰
も
い
ま

せ
ん
で
し
た
。 

力
士
の
鯱
の
里
（
し
ゃ
ち

の
さ
と
）
と
前
田
山
が
チ
ー
ム

を
組
み
野
球
の
巡
業
で
人
を 

の
結
婚
式
、
新
幹
線
の
運
行

開
始
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

等
々
で
、
池
田
総
理
の
所
得

倍
増
計
画
が
実
現
し
つ
つ
あ

り
、
所
謂
バ
ブ
ル
経
済
が
始

ま
っ
て
い
た
。
ダ
イ
ハ
ツ

も
、
ミ
ゼ
ッ
ト
の
大
ヒ
ッ
ト

や
新
工
場
の
建
設
等
で
増
資

を
重
ね
、
大
き
く
な
っ
た
。

私
も
順
調
に
昇
進
し
、
「
福
」

の
時
期
で
あ
っ
た
。 

所
が
昭
和
四
十
八
年
十

月
、
ダ
ン
プ
に
追
突
さ
れ
る

事
故
に
遭
い
、
頭
の
裂
傷
で

六
ヶ
月
入
院
し
た
。
妻
は
今

度
は
駄
目
だ
ろ
う
と
覚
悟
し

た
よ
う
だ
。
復
職
し
て
間
も

な
く
、
昭
和
五
十
一
年
正
月

二
日
腹
痛
で
救
急
入
院
し
て

て
開
腹
手
術
を
受
け
た
。 

                   

相
撲
と
野
球 

 
 
 

井
関 

義
久 

「歩
く
」へ
の
提
言 

 
 
 

横
山 

 

稔 

け
女
房
式
に
、
ダ
イ
ハ
ツ
に

入
社
さ
せ
て
く
れ
た
。
Ｋ
教

授
も
恩
人
の
一
人
で
あ
る
。

当
時
は
自
動
車
業
界
も
不
況

で
あ
っ
た
が
、
翌
二
十
六
年

の
朝
鮮
動
乱
で
活
況
に
転
じ

た
。
私
の
会
社
生
活
も
「
福
」

の
時
期
で
あ
っ
た
。 

所
が
昭
和
三
十
四
年
二
月

に
下
肢
血
栓
性
静
脈
炎
と
い

う
難
病
で
、
一
年
六
ヶ
月
の

長
期
寝
た
き
り
入
院
と
な
っ

た
。
妻
は
苦
情
一
つ
言
わ

す
、
献
身
的
に
尽
く
し
て
く

れ
た
。
今
思
い
出
し
て
も
頭

の
下
が
る
思
い
で
あ
る
。 

こ
の
時
も
前
記
の
Ｏ
氏
が

生
活
援
助
を
し
て
く
れ
た
。

そ
の
時
代
は
テ
レ
ビ
放
送
が

始
ま
り
、
皇
太
子
（
現
天
皇
）

の
結
婚
式
、 

新
幹
線
の
運
行
開
始
、
東
京

オ 
                   

妻
と
恩
人
達
に 

 
 

助
け
ら
れ
た
人
生 

 
 
 
 

大
内
田
日
出
人 

３４代横綱 男女ノ川          ３５代横綱 双葉山 


